
                           
 

第
十
一
節 

交
通
・
通
信 

 

一 

海
上
交
通 

 

こ
の
時
代
に
入
る
と
蒸
汽
船
が
出
現
す
る
が
、
奄
美
各
島
に
就 

航
し
た
の
は
明
治
の
中
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
依
然
と
し
て 

帄
船
が
主
体
で
あ
っ
た
。 

 

「
南
島
誌
」
は
明
治
六
年
の
沖
永
良
部
の
海
上
交
通
を
次
の
よ 

う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
本
島
に
汽
船
を
繋
ぎ
大
船
を
容
る
べ
き
港
湾
な
し
。
唯
和
泊
方
の
長 

浜
及
び
伊
延
は
僅
に
四
五
百
石
の
十
二
隻
を
繋
ぎ
得
べ
し
。
こ
の
長
浜 

 

は
島
の
東
南
、
伊
延
は
島
の
北
側
に
あ
り
て
皆
満
潮
の
時
に
あ
ら
ざ
れ 

 

ば
、
船
を
出
入
す
る
能
は
ず
。
そ
の
他
板
附
船
と
唱
ふ
る
、
幅
三
尺
長 

 

さ
三
間
ば
か
り
の
小
舟
を
出
入
し
て
、
各
村
の
産
糖
の
道
輸
す
べ
き
も 

 

の
数
ヶ
所
あ
り
。
筒
岩
、
ク
バ
、
ア
ン
ザ
、
滿
瀬
、
後ウ

シ

海
ユ
ウ
ミ

、
西
原
泊
、 

 

出
花
泊
、
喜
美
留
の
笠
石
、
畦
布
の
湾ワ

ン

川ジ
ヨ

、
永
峯
内
喜
名
、
上
城
の
沖 

 

泊
、
田
皆
の
洲
、
馬
鹿
泊
、
島
尻
の
与
志
泊
、
徳
時
長
浜
、
屋
子
母
泊
、 

                          

知
名
小
米
、
屋
者
の
ウ
ズ
ズ
、
古
里
の
与
和
等
あ
り
。
往
時
財
税
は
小 

 

舟
を
以
て
徳
之
島
へ
運
輸
す
と
い
へ
ど
も
、
近
時
は
毎
年
九
十
月
の
頃 

 

鹿
児
島
よ
り
商
船
来
り
、
翌
年
三
四
月
よ
り
砂
糖
を
積
み
帰
る
と
い
ふ
。 

 

運
輸
の
不
便
な
る
五
島
の
最
に
し
て
、
着
岸
の
時
岩
礁
に
触
れ
、
船
を 

 

破
損
す
る
も
の
比
々
然
り
。 

 
 

船
の
大
小
は
帄
の
布
幅
を
以
て
称
す
。
六
反
船
七
反
船
と
い
ふ
、
こ 

 

れ
な
り
。
六
反
帄
の
船
は
大
略
七
十
石
を
積
む
べ
し
。
余
は
大
小
こ
れ 

 

に
準
ず
。
そ
の
漁
船
の
如
き
は
一
搬
に
板
船
に
し
て
、
幅
三
尺
、
長
さ 

 

三
間
許
り
。
そ
の
製
造
内
地
の
も
の
に
比
す
れ
ば
、
甚
だ
軽
廉
な
り
。 

 

釘
皆
木
を
用
ふ
。
又
飛
船
と
唱
へ
て
、
急
遽
の
報
告
あ
れ
ば
、
こ
の
板 

 

船
を
浮
か
べ
て
大
洋
を
渡
る
に
、
水
主
両
三
人
の
外
、
使
漢
一
名
を
載 

 

す
る
に
過
ぎ
ず
。
島
民
物
品
を
貟
担
す
る
、
内
地
の
人
に
比
す
れ
ば
、 

 

共
量
甚
だ
尐
し
。」
と
。 

  

ま
た
、「
大
島
島
治
概
要
（
明
治
四
十
五
年
）」
は
、
大
島
郡
の 

交
通
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  

「
本
郡
ハ
鹿
児
島
那
覇
ノ
中
間
に
在
り
隨
テ
両
者
ト
ノ
交
通
ハ
比
較
的 

 

便
宜
ナ
ル
モ
本
島
卜
各
離
島
ト
ノ
間
ニ
於
テ
ハ
僅
ニ
毎
月
一
回
乃
至
二 

 

回
ノ
航
海
ア
ル
ニ
過
キ
ス
、（
中
略
）、
本
郡
発
展
ノ
遅
々
タ
ル
交
通
機 

 

関
ノ
不
備
亦
實
ニ
其
一
大
原
因
タ
ラ
ス
ン
ハ
ア
ラ
ス
、
本
島
及
各
離
島 

 

間
ノ
航
海
ニ
就
テ
ハ
毎
年
国
庫
ノ
補
助
二
浴
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
今
後
尚
継 

 

続
補
助
ヲ
望
ム
ヤ
頗
ル
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。」 

  

そ
れ
で
は
、
到
来
す
る
汽
船
時
代
に
向
け
て
、
沖
永
良
部
で
は 
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ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
港
の
整
備
や
航
海
状
況
に 

つ
い
て
み
る
と 

◎
和
泊
伊
延
二
港
共
に
港
鑿
の
必
要
を
認
め
、
春
秋
の
干
潮
を
利
用
し
障 

 

害
の
暗
礁
を
取
除
く
事
と
せ
り
、
文
久
二
年
以
来
小
舟
二
隻
を
組
み
、 

 

提
鑿
を
以
て
開
鑿
に
従
事
し
明
治
三
年
一
先
づ
工
を
終
り
た
り
。 

◎
明
治
五
年
九
月
、荒
波
に
て
伊
延
波
止
破
損
、西
方
役
所
最
大
破
な
り
。 

◎
小
米
港
の
儀
、
港
口
甚
だ
狭
く
は
し
け
の
出
入
極
め
て
困
難
な
り
し
を 

 

明
治
五
年
鑿
開
し
て
稍
々
便
宜
を
得
る
に
至
り
た
り
。 

◎
明
治
十
九
年
十
一
月
、
古
来
比
類
な
き
暴
風
波
に
て
、
伊
延
波
止
を
無 

 

体
に
打
崩
し
、
爾
来
再
築
至
て
難
し
。
小
米
、
谷
川
、
増
田
等
の
商
店 

 

流
潰
し
、
海
岸
及
び
浜
辺
へ
打
揚
げ
ら
れ
し
魚
類
至
て
多
く
、
常
に
風 

 

波
を
避
く
地
勢
の
作
物
枯
損
す
る
は
勿
論
、
深
山
に
も
一
葉
の
青
色
あ 

 

る
を
見
ず
、
総
て
焼
跡
の
如
く
僅
か
に
青
色
あ
る
は
蘇
鉄
一
種
あ
る
の 

 

み
、
斯
の
如
き
災
妖
故
、
第
一
の
食
物
な
る
甘
藷
枯
腐
し
唯
蘇
鉄
を
以 

 

て
粗
食
す
と
雖
も
世
帯
品
欠
く
あ
る
を
以
て
人
体
自
然
憔
悴
楚
色
あ
る 

 

者
多
き
も
交
通
不
便
故
、
御
救
助
歎
願
敏
速
に
捗
ら
す
漸
く
二
十
年
二 

 

月
下
旪
以
降
官
米
並
備
荒
儲
蓄
金
（
毎
年
官
金
百
四
拾
万
円
府
県
地
租 

 

に
同
額
賦
課
）
御
救
助
下
賜
額
左
の
通
。 

 
 

官 

米
、
六
十
五
石 

 
 

公
儲
金
、
壱
万
七
千
参
百
四
拾
七
円
弐
拾
参
銭
八
厘 

 

全
島
自
活
し
能
は
ざ
る
も
の
区
別
取
調
、
食
料
小
屋
掛
料
、
種
穀
配
当 

 

の
処
忽
ち
蘇
生
の
色
を
顕
し
、
一
同
歓
喜
限
り
な
し
。 

◎
明
治
二
十
三
年
寅
九
月
十
五
日
、
英
国
帄
走
船
リ
ー
ジ
ン
ト
ロ
ブ
号
長 

      

二
十
四
名
行
っ
た
が
天
候
不
良
の
た
め
、
九
月
十
五
日
や
っ
と
帰
島
す 

 

◎
明
治
期
の
渡
航
日
記
（「
続
奄
美
風
土
記
」
よ
り
） 

 

大
島
が
島
津
氏
に
統
治
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
慶
長
年
間
か
ら
明
治
初 

年
ま
で
の
大
島
の
歴
史
の
う
ち
、
山
川
と
大
島
の
間
の
海
上
の
往
来
を
つ 

ぶ
さ
に
調
べ
て
み
る
と
、
難
航
路
だ
っ
た
と
は
い
え
そ
の
往
来
の
頻
繁
さ 

に
驚
か
さ
れ
る
。 

 

そ
れ
は
奄
美
大
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
へ
の
代
官
の
交 

代
、
藩
の
特
命
に
よ
る
役
人
の
来
島
、
与
人
の
上
国
、
特
に
物
産
（
主
と 

し
て
砂
糖
）
の
運
搬
な
ど
、
北
風
の
季
節
に
下
り
南
風
の
季
節
に
上
る
だ 

け
で
な
く
。
向
か
い
風
の
季
節
に
も
往
来
し
て
い
た
こ
と
は
、
渡
航
日
記 

や
『
代
官
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

明
治
以
前
は
す
べ
て
帄
船
で
あ
っ
た
が
、
蒸
気
船
が
は
じ
め
て
記
録
に 

出
る
の
は
明
治
二
年
で
、『
大
島
代
官
記
』
に
在
番
（
藩
政
時
代
の
代
官
） 

の
来
島
に
つ
い
て
「
…
…
右
伊
東
殿
・
汾
陽
殿
・
井
上
殿
・
池
田
殿
四
人
、 

蒸
気
船
平
運
丸
ヨ
リ
巳
三
月
四
日
伊
津
部
湊
ニ
御
下
着
」
と
あ
る
。
そ
れ 

か
ら
『
喜
界
島
代
官
記
』
に
は
在
番
の
着
任
に
つ
い
て
「
明
治
三
年
七
月 

二
十
六
日
不
時
交
代
ニ
而
蒸
気
船
ヨ
リ
五
人
様
乗
船
ニ
而
、
四
ツ
時
分
湾 

湊
江
着
」
と
あ
り
、
交
代
し
た
五
人
が
八
月
一
日
に
蒸
気
船
で
上
国
し
た 

記
録
が
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
在
番
の
交
代
や
与
人
の
上
国
、
役
人
の
巡 

察
な
ど
に
蒸
気
船
が
通
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
明
治
初
年
は
ま
だ
帄 

船
が
主
体
で
あ
っ
た
。 

 

つ
ぎ
に
明
治
二
年
五
月
に
帄
船
で
上
国
し
た
与
人
基
俊
良
主し

ゆ

（
最
高
の 

 

崎
よ
り
帰
路
の
際
暴
風
波
に
遭
遇
で
、
帄
楫
破
損
に
て
針
路
を
失
ひ
同 

 

月
二
十
二
日
（
二
十
日
よ
り
当
地
も
北
風
降
雤
天
候
悪
く
、
二
十
一
日 

 

東
風
午
后
六
時
よ
り
風
雤
強
烈
十
二
時
南
風
に
転
じ
最
も
甚
し
く
大
枝 

 

催
折
、
家
屋
転
倒
二
十
二
日
午
后
一
時
鎮
風
）
午
前
六
時
屋
者
海
岸
ウ 

 

ヅ
ヅ
港
東
の
方
岩
涯
へ
乗
揚
げ
船
体
直
に
破
壊
、
乗
組
員
弐
拾
弐
名
の 

 

中
拾
名
溺
死
、
十
二
名
上
陸
の
内
船
長
外
一
名
死
亡
残
り
十
名
（
生
存 

 

者
西
洋
人
七
名
日
本
人
三
名
）
を
神
戸
迄
護
送
。 

 
 

な
お
、
こ
の
処
置
に
対
し
て
英
国
政
府
よ
り
次
の
よ
う
な
お
札
が
き 

 

て
い
る
。 

◎
明
治
二
十
五
年
辰 

 

過
る
二
十
三
年
九
月
、
英
国
船
遭
難
の
際
尽
力
せ
し
報
酬
と
し
て
望
遠 

 

鏡
壱
個
並
に
英
貨
四
拾
弐
磅
（
日
本
貨
換
算
弐
百
七
拾
弐
円
四
拾
弐
銭 

 

七
厘
に
当
る
）
英
国
政
府
よ
り
逓
贈
に
付
眼
鏡
の
儀
は
知
名
村
外
十
七 

 

村
戸
長
役
場
へ
備
付
、
金
員
は
遭
難
の
際
尽
力
せ
し
戸
長
用
掛
及
び
医 

 

師
村
民
等
へ
銘
々
区
分
を
以
て
贈
与
相
成
候
に
付
配
当
す
。 

 

右
望
遠
鏡
の
表
面
彫
刻
文
字
を
沖
永
良
部
高
等
小
学
校
訓
導
丸
山
徳
三 

 

解
釈
、
左
の
通
り 

 
 

西
暦
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
年
）
九
月
二
十
二
日
に
於
て｢

ジ
ョ 

 
ン
、
ニ
ー
ウ
、
ブ
ラ
ン
ス
ウ
イ
ッ
ク
」
街
の
「
ラ
イ
ジ
ー
ン
ツ
ル
ー
プ
」 

 

船
の
破
船
せ
し
乗
込
の
生
存
者
に
ま
で
親
切
に
し
て
仁
慈
な
る
待
遇
の 

 

認
定
に
於
て
彼
の
役
場
の
使
用
の
為
め
日
本
の
海
岸
を
去
る
琉
球
島
の 

 

一
な
る
屋
者
村
の
村
長
に
ま
で
カ
ナ
ダ
政
府
よ
り
贈
呈
せ
ら
れ
し
。 

◎
明
治
十
九
年
、
徳
之
島
亀
津
で
徴
兵
検
査
あ
り
、
七
月
二
十
八
日
に
百 

     

敬
称
）
の
「
御
慶
事
就
上
国
乗
船
ヨ
リ
在
国
中
下
島
迠
日
記
」
の
上
国
の 

部
分
と
、明
治
中
年
に
蒸
気
船
で
来
島
し
た
川
上
精
一
氏
の『
大
島
日
記
』 

に
よ
り
そ
の
年
代
の
渡
航
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
み
る
。
二
つ
の
日
記
と 

も
に
候
文
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
口
語
文
に
し
て
要
約
し
た
。 

 
 
 

上
国
与
人
基
俊
良
日
記 

○
明
治
二
年
六
月
三
日 

晴
天 

海
上
安
全
の
為
祈
念
。
有
盛
公
（
名
瀬 

 

市
浦
上
の
平
有
盛
を
祀
る
神
社
）
に
参
詣
す
る
。
そ
の
日
上
国
す
る
与 

 

人
一
同
海
上
安
全
を
折
り
酒
宴
を
催
す
。 

○
六
月
六
日 

晴
天 

南
方
向
か
ら
の
順
風
が
吹
き
立
て
る
の
で
四
つ
時 

 

（
十
時
）
厚
徳
丸
に
乗
船
し
た
。
厚
徳
丸
の
外
に
徳
之
島
上
り
、
沖
永 

 

良
部
上
り
の
船
が
い
て
同
時
刻
に
出
帄
し
た
。
だ
ん
だ
ん
追
い
風
が
吹 

 

き
立
て
、
宝
島
よ
り
お
よ
そ
五
里
ほ
ど
手
前
で
縄
が
切
れ
て
し
ま
い
、 

 

帄
を
下
げ
て
縄
を
抜
き
か
え
た
た
め
に
厚
徳
丸
に
二
、
三
里
お
く
れ
て 

 

し
ま
っ
た
が
、
間
も
な
く
走
り
抜
き
七
、
八
里
も
先
に
な
っ
て
帄
影
が 

か
す
か
に
見
え
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
宝
島
の
四
、
五
里
ほ
ど
上
手
に
行
っ 

 

て
夜
に
入
る
と
、
強
い
風
が
吹
き
、
波
も
高
く
五
合
ぐ
ら
い
に
帄
を
下 

 

げ
て
夜
ど
お
し
走
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

○
六
月
七
日 

明
け
方
（
暁
）
に
は
臥
蛇
島
と
列
ん
で
走
っ
て
い
た
が
尐 

 

し
風
向
き
が
ち
が
っ
て
き
た
の
で
、
口
之
永
良
部
島
に
終
日
停
泊
し
て 

い
て
、
暮
れ
方
に
船
を
出
し
一
里
ぐ
ら
い
行
っ
た
と
こ
ろ
で
夜
に
な
る
。 

○
六
月
八
日 

雤
天 

今
日
も
南
風
で
、明
け
方
に
は
御
開
聞（
開
聞
岳
） 

 

を
仰
ぎ
な
が
ら
山
川
湊
口
に
五
つ
半
（
九
時
）
時
分
碇
を
お
ろ
し
た
。 

 

こ
の
上
国
は
南
風
の
季
節
で
あ
り
順
風
の
追
い
風
の
た
め
、
二
昼
夜
で 
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山
川
港
に
着
い
て
い
る
。
私
は
名
瀬
市
金
久
町
の
基
八
重
子
氏
を
訪
問
し 

て
日
記
の
原
文
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
基
俊
良
主
は
、
文
政
九
年
三
月 

二
十
六
日
生
ま
れ
で
与
人
を
務
め
、
国
会
が
開
設
さ
れ
る
と
大
島
か
ら
最 

初
の
代
議
士
に
な
ら
れ
た
方
で
、
明
治
三
十
七
年
に
病
没
さ
れ
た
。 

 
 
 

大
島
日
記 

 

『
大
島
日
記
』
は
、
鹿
児
島
武
橋
の
人
で
明
治
二
十
四
年
六
月
十
八
日 

鹿
児
島
を
出
航
し
て
大
島
に
渡
り
、
同
行
者
他
に
三
人
と
と
も
に
大
島
沿 

岸
の
水
産
調
査
を
な
し
、
同
年
八
月
一
日
鹿
児
島
に
帰
着
し
た
故
川
上
精 

一
氏
の
日
記
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
上
り
下
り
の
航
海
の
部
分
だ
け
摘
記
す
る
。 

▽
大
島
下
り 

○
明
治
二
十
四
年
六
月
十
八
日 

晴
天 
午
前
七
時
起 

旧
十
二
日 

木 

 

曜
日
。
船
中 

今
朝
八
時
十
分
内
を
出
て
…
…
午
前
九
時
、
陸
奥
丸
に 

 

乗
り
込
み
十
時
出
帄
す
る
。
ま
ず
栗
川
東
江
様
、
橋
口
殿
、
河
野
殿
四 

 

人
で
船
の
中
は
至
極
静
か
で
あ
っ
た
。
種
子
島
、
屋
久
島
、
硫
黄
島
、 

 

黒
島
、
竹
島
、
口
ノ
永
良
部
等
の
諸
島
を
左
右
に
見
、
七
島
も
無
事
に 

 

過
ぎ
た
。
七
島
灘
を
こ
の
ご
と
く
無
事
に
過
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一 

 

年
に
一
度
ぐ
ら
い
の
も
の
だ
と
い
う
話
で
あ
る
。
实
に
大
き
な
幸
せ
で 

 

く
た
び
れ
る
こ
と
も
な
く
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
夜
十
時
に
寝
る
。 

○
六
月
十
九
日 

午
前
六
時
起 

大
雤 

船 

旧
十
三
日 

金
曜
日
。
今 

 

日
も
し
き
り
に
雤
が
降
っ
て
い
た
。
上
陸
す
る
の
に
大
変
で
あ
ろ
う
と 

 

察
せ
ら
れ
た
。
午
前
十
時
に
大
島
の
名
瀬
の
湊
に
着
い
た
。
私
と
栗
川 

 

様
が
先
の
艀
で
上
陸
し
、
橋
口
殿
、
河
野
殿
の
お
二
人
は
荷
物
と
い
っ 

 

し
ょ
に
後
で
上
陸
さ
れ
る
こ
と
に
し
た
。 

     

に
中
央
と
地
方
の
意
識
か
ら
彼
の
地
を
本
土
、
内
地
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る 

の
で
あ
る
。 

(一) 

定
期
航
路 

 

本
土
と
大
島
諸
島
と
の
海
路
は
、
明
治
十
八
年
以
来
大
阪
商
船 

会
社
の
大
阪
・
沖
縄
線
の
船
が
名
瀬
に
寄
港
し
て
い
た
が
、
大
島 

と
そ
の
ほ
か
の
諸
島
と
の
間
に
は
汽
船
の
便
が
な
か
っ
た
の
で
、 

県
は
二
十
一
年
度
よ
り
年
額
八
千
円
の
補
助
を
与
え
て
大
島
各
島 

航
路
を
開
か
ん
と
し
た
が
交
渉
に
応
ず
る
も
の
な
く
、
二
十
四
年 

に
至
っ
て
よ
う
や
く
大
阪
商
船
会
社
と
交
渉
成
立
し
蒸
気
船
に
よ 

る
定
期
航
路
が
開
か
れ
た
。 

 

○
明
治
二
十
四
年
卯
、
大
島
郡
各
島
は
本
邦
屈
指
の
難
海
中
に
碁
石
点
在 

 

し
、
共
間
潮
流
険
悪
に
し
て
毎
年
遭
難
船
尐
な
か
ら
ざ
る
故
、
従
来
一 

 

定
の
航
海
な
く
、
従
て
人
事
の
進
化
及
び
殖
産
工
業
共
に
開
け
ず
又
物 

 

価
は
四
割
乃
至
五
割
の
高
価
を
有
し
、
加
之
秋
冬
の
候
は
風
波
烈
し
く 

 

殆
ん
ど
航
海
を
絶
ち
為
め
に
物
品
需
用
に
欠
き
、
其
他
公
私
の
不
便 

 

一
々
枚
挙
す
る
に
遑
あ
ら
ず
、
实
に
航
海
の
開
否
は
永
く
各
島
の
盛
衰 

 

に
関
す
る
故
、
各
戸
長
所
轄
二
十
二
方
よ
り
壱
・
弐
名
宛
大
島
郡
金
久 

 

村
外
二
百
四
十
七
村
連
合
会
議
員
金
久
村
へ
出
会
、
議
決
を
経
て
確 

 

实
な
る
方
法
を
設
け
大
阪
商
船
会
社
と
約
し
二
十
四
年
度
よ
り
各
島
間 

 

毎
月
一
回
朝
日
丸
を
以
て
定
期
航
海
を
開
設
し
、
本
郡
の
福
利
を
増
進 

▽
鹿
児
島
上
り 

○
明
治
二
十
四
年
七
月
三
十
一
日 

朝
雤
昼
雤
曇 

午
前
五
時
起 

旧
二 

 

十
六
目 

金
曜
日
。
今
朝
い
よ
い
よ
陸
奥
丸
は
汽
笛
を
な
ら
し
て
入
港 

 

し
た
。
荷
物
を
取
り
か
た
づ
け
て
十
時
に
乗
り
込
ん
だ
。
午
前
十
二
時 

 

出
帄
す
る
。
風
が
尐
し
あ
っ
て
お
ん
な
子
ど
も
が
船
酔
い
で
吐
き
、
特 

 

に
子
ど
も
の
泣
き
声
が
う
る
さ
い
が
哀
れ
に
聞
こ
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は 

 

い
つ
も
な
が
ら
船
中
元
気
で
あ
っ
た
。
船
の
中
は
船
実
が
多
く
混
雑
し 

 

た
。 

○
八
月
一
日
晴
天 

午
前
七
時
起 

朝
ま
で
船 

旧
二
十
七
日
帰
宅 

土 

 

曜
日
。
今
朝
波
は
静
か
に
な
っ
て
、
船
実
は
み
な
元
気
づ
い
た
。
九
時 

 

に
鹿
児
島
港
に
着
く
。 

 

右
の
『
大
島
日
記
』
の
原
本
は
鹿
児
島
県
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お 

り
、
同
奄
美
分
館
か
ら
解
読
版
を
刊
行
し
た
。
川
上
精
一
の
母
イ
サ
は
、 

高
崎
崩
れ
で
遠
島
と
な
り
名
瀬
市
小
宿
町
に
住
ん
だ
名
越
左
源
太
翁
の
長 

女
で
、
こ
の
日
記
の
随
所
に
御
祖
父
様
の
こ
と
が
出
て
い
る
。
ま
た
前
記 

基
俊
良
主
と
大
島
沿
岸
の
漁
場
開
拓
の
こ
と
に
つ
い
て
の
連
け
い
や
、
そ 

の
他
明
治
中
年
の
島
の
事
情
な
ど
島
外
か
ら
の
目
が
そ
そ
が
れ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
大
島
航
路
は
、
明
治
初
年
ま
で
な
が
い
な
が
い
帄
船
の
世
が
続 

い
た
。
し
か
し
そ
の
帄
船
で
上
国
（
鹿
児
島
）
で
き
る
人
は
、
島
役
人
ぐ 

ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
中
年
に
な
る
と
『
大
島
日
記
』 

に
よ
れ
ば
、
陸
奥
丸
の
中
は
お
ん
な
子
ど
も
も
い
て
混
雑
し
て
い
た
と
書 

い
て
あ
り
、
自
由
に
渡
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に 

し
て
彼
の
地
に
渡
っ
て
島
の
人
が
住
み
つ
く
よ
う
に
な
り
、
ま
た
行
政
的 

      

せ
り
も
っ
と
も
二
十
四
年
四
月
よ
り
二
十
七
年
三
月
に
至
る
参
ヶ
年
の 

 

契
約
に
て
連
合
村
費
支
出
額
左
の
通
、
総
て
戸
数
割
、
営
業
割
に
賦
課 

 

す
。
金
壱
万
九
千
百
拾
六
円 

 

定
期
航
路
補
助
費 

 
 
 

内 

金
六
千
三
百
七
拾
弐
円 

 
 
 

二
十
四
年
度 

 
 
 
 
 

金 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
五
年
度 

 
 
 
 
 

金 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
六
年
度 

 
 
 

外 

金
参
百
五
拾
七
円
弐
十
四
銭 

 

二
十
四
年
度
会
議
費 

 
 
 
 
 

金
参
百
参
円
参
拾
九
銭 

 
 
 

二
十
五
年
同 

 
 
 
 
 

金
参
百
弐
拾
壱
円
参
拾
銭
一
厘 

二
十
六
年
同 

 

前
文
予
算
通
り
収
入
の
外
二
十
六
年
度
以
来
政
府
よ
り
六
千
円
宛
補
助 

 

せ
ら
る
こ
と
と
な
り
、
二
十
七
年
度
支
払
残
金
弐
千
四
百
八
拾
参
円
八 

 

拾
参
銭
四
厘
、
二
十
八
年
度
六
千
参
百
七
拾
弐
円
合
計
八
千
八
百
五
拾 

 

五
円
八
十
三
銭
四
厘
救
儲
金
す
る
こ
と
に
決
議
な
り
、
和
泊
五
百
弐 

 

拾
弐
円
十
銭
九
厘
、
知
名
五
百
五
拾
一
円
五
十
九
銭
六
厘
別
戻
を
受
く
。 

  

ま
た
、
航
海
の
補
助
に
関
す
る
事
項
録
（
県
立
図
書
館
奄
美
分 

館
蔵
）
に
は
、
大
島
郡
の
航
路
改
善
を
請
願
し
た
県
知
事
あ
て
の 

文
書
が
あ
る
。 

  

こ
の
後
、
明
治
二
十
七
年
に
喜
界
島
出
身
の
浜
上
謙
翠
が
大
島 

興
業
汽
船
株
式
会
社
を
設
立
し
、
同
三
十
五
年
ま
で
運
行
し
た
。 

512 513 



[
航
路
開
拓
と
浜
上
謙
翠] 

 
 

大
島
に
お
け
る
交
通
文
化
の
曙
光
は
、
明
治
二
十
三
年
十
月
、
時
の 

島
司
森
長
義
が
金
久
村
外
二
百
四
十
七
ヶ
村
の
連
合
会
を
召
集
し
、
毎 

年
金
六
千
三
百
円
づ
つ
を
徴
収
し
て
大
阪
商
船
会
社
に
補
助
し
、
翌
二 

十
四
年
か
ら
二
十
六
年
に
至
る
三
年
間
大
島
各
島
月
一
回
の
定
期
航
路 

を
始
め
た
の
が
嚆
矢
で
あ
る
。
そ
の
後
本
郡
の
航
路
開
拓
に
献
身
的
努 

力
を
傾
倒
し
た
の
は
喜
界
島
出
身
の
浜
上
謙
翠
で
あ
っ
た
。
彼
の
名
は 

大
島
の
交
通
文
化
史
上
永
遠
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
彼
は
嘉
永
四
年 

（
一
八
五
一
年
）
正
月
三
日
、
小
野
安
民
の
長
子
と
し
て
喜
界
島
小
野 

津
に
呱
々
の
声
を
挙
げ
、
幼
尐
の
頃
本
家
を
出
で
て
浜
上
家
の
家
統
を 

継
い
だ
。
資
性
温
厚
・
意
志
堅
固
・
精
力
絶
倫
に
し
て
、
ま
た
非
常
に 

同
情
深
い
人
で
あ
っ
た
。
長
じ
て
阿
木
名
村
長
と
な
り
、
治
績
顕
著
な 

る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
後
郡
書
記
に
転
任
し
、
勧
業
課
長
と
し
て
夙
に 

敏
腕
を
以
て
聞
え
て
ゐ
た
。
彼
は
平
素
大
島
郡
産
業
の
開
発
に
力
を
尽 

し
、
特
に
糖
業
の
発
達
に
は
全
力
を
傾
倒
し
て
そ
の
功
績
大
に
見
る
べ 

き
も
の
が
あ
っ
た
。
此
頃
彼
は
大
島
郡
状
態
書
な
る
も
の
を
著
は
し
、 

島
民
の
生
活
状
態
並
に
糖
業
の
沿
革
、
農
商
間
に
お
け
る
幾
多
の
積
弊 

及
び
従
来
官
庁
の
行
へ
る
糖
業
奨
励
の
概
況
、
将
来
の
方
針
等
に
就
き
、 

赤
心
を
披
瀝
し
て
郡
民
に
訴
へ
、
そ
の
覚
醒
を
促
し
た
。
而
し
て
彼
更 

に
思
へ
ら
く
、
此
の
計
を
完
成
せ
ん
が
た
め
に
は
先
づ
航
路
を
開
き
、 

運
輸
事
業
を
起
し
、
島
外
交
通
の
路
を
開
き
、
わ
が
産
物
を
移
出
し
て 

他
の
文
物
を
納
れ
、
以
て
全
島
の
風
俗
を
改
善
し
、
福
利
を
増
進
す
る 

に
如
く
は
な
い
と
。
蓋
し
交
通
文
化
に
恵
ま
れ
な
い
絶
海
の
孤
島
に
棲 

      

北
部
の
淡
水
港
外
に
座
礁
破
船
し
て
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
に
至
っ
た
。
そ 

 

れ
で
も
定
期
の
航
海
は
こ
れ
が
た
め
に
尐
し
も
不
便
を
感
ず
る
こ
と
な 

 

く
、
会
社
は
間
も
な
く
万
歳
丸
を
借
用
し
、
隆
盛
丸
に
代
っ
て
航
海
を 

 

続
行
せ
し
め
た
。
こ
の
間
に
お
け
る
浜
上
の
活
躍
は
文
字
通
り
家
を
忘 

れ
一
身
を
捨
て
ゝ
桔
据
経
営
、实
に
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。(｢

趣 

味
の
喜
界
島
史
」
参
照
） 

 
 

こ
の
運
動
の
た
め
に
彼
は
私
負
を
悉
く
倒
尽
し
て
、
最
後
に
は
政
府 

 

へ
助
成
金
請
願
の
た
め
に
上
京
す
る
旅
費
に
も
窮
し
、
自
ら
郡
内
を
行 

 

脚
し
て
一
戸
一
銭
づ
ゝ
の
寄
附
金
を
集
め
、
漸
く
七
百
円
を
得
て
こ
れ 

 

を
上
京
の
旅
費
に
充
て
、或
は
元
老
に
頼
り
、或
は
国
会
議
員
に
説
き
、 

 

或
は
当
局
者
に
迫
り
、
先
輩
に
縋
り
、
苦
心
惨
擔
百
折
た
ゆ
ま
ず
、
遂 

 

に
政
府
を
し
て
二
十
八
年
四
月
以
降
毎
季
六
千
円
の
補
助
を
な
さ
し 

 

め
、
更
に
三
十
四
年
四
月
以
後
は
毎
年
一
万
八
千
円
の
補
助
を
契
約
せ 

 

し
め
た
。
こ
れ
全
く
浜
上
の
至
誠
が
天
に
通
じ
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
。 

 

然
る
に
惜
む
べ
し
、
此
の
歳
の
春
彼
は
病
床
に
臥
し
て
再
び
起
つ
能
は 

 

ず
、
事
業
の
経
営
亦
甚
だ
困
難
と
な
っ
た
。
仍
て
三
月
二
十
一
日
興
業 

 

汽
船
株
式
会
社
は
止
む
な
く
航
海
権
を
挙
げ
て
尽
く
太
洋
商
船
会
社
に 

 

譲
り
、
彼
も
亦
二
十
六
日
溘
焉
と
し
て
長
逝
し
た
。
時
に
歳
五
十
二
で 

 

あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
彼
が
一
旦
創
設
し
た
事
業
は
そ
の
後
益
々
隆
昌
に 

 

赴
き
、
交
通
愈
々
頻
繁
を
加
へ
、
人
智
日
に
開
け
、
民
度
月
に
進
み
、 

 

絶
海
僻
陬
の
孤
島
よ
く
文
化
の
恵
沢
に
浴
す
る
こ
と
の
出
来
た
の
は
、 

 

こ
れ
一
に
浜
上
の
至
誠
奮
闘
の
賜
で
あ
る
。
因
て
大
正
二
年
郡
の
有
志 

 

相
謀
っ
て
寄
附
金
を
募
集
し
、
翌
三
年
三
月
名
瀬
湾
頭
蘭
館
の
跡
に
彼 

 

息
す
る
者
に
取
っ
て
は
、
海
運
交
通
の
利
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
何
よ 

 

り
不
便
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
当
時
大
阪
商
船
会
社
に
よ
る
月 

 

一
回
の
交
通
は
あ
っ
た
が
、
勿
論
之
の
み
を
以
て
満
足
す
る
こ
と
は
出 

 

来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
明
治
二
十
五
年
冬
官
を
退
い
て
野
に
降
っ 

 

た
。
爾
来
東
奔
西
走
、
専
ら
こ
の
事
に
従
っ
て
席
暖
ま
る
暇
な
く
、
遂 

 

に
明
治
二
十
七
年
、
基
俊
良
と
共
に
興
業
汽
船
株
式
会
社
を
創
設
し
た
。 

 
 

当
時
僅
に
月
一
回
の
大
阪
商
船
の
寄
港
を
除
い
て
は
帄
前
船
す
ら
滅 

 

多
に
通
は
な
い
頃
、
蒸
汽
船
を
大
島
の
民
衆
的
な
所
有
船
と
し
て
就
航 

 

せ
し
め
よ
う
と
す
る
浜
上
の
計
画
は
、
識
見
山
の
如
く
胆
量
海
の
如
き 

 

大
英
断
の
人
で
な
け
れ
ば
到
底
企
て
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
果 

 

せ
る
哉
彼
の
此
の
提
議
が
大
島
各
離
島
の
人
々
に
伝
は
る
や
、
恰
も
旱 

 

天
に
慈
雤
を
得
た
や
う
に
喜
ん
だ
。
だ
が
、
一
面
に
は
例
の
猜
疑
心
よ 

 

り
事
業
の
成
果
を
危
み
、
進
ん
で
投
資
し
よ
う
と
す
る
者
が
殆
ど
無 

 

か
っ
た
の
で
あ
る
。
浜
上
は
素
よ
り
覚
悟
の
こ
と
ゝ
て
、
敢
然
と
し
て 

 

四
方
遊
説
の
途
に
就
い
た
。
そ
し
て
紛
々
た
る
群
議
を
排
し
、
こ
れ
を 

 

統
制
し
て
不
動
の
輿よ

論
を
作
り
上
げ
、
一
意
専
心
汽
船
会
社
の
創
設
に 

邁
進
し
た
。 

 
 

か
く
て
明
治
二
十
七
年
四
月
、
汽
船
平
安
丸
を
借
り
て
出
航
せ
し
め
、 

 
茲
に
始
め
て
薩
南
海
上
の
別
天
地
に
斯
業
の
曙
光
を
見
る
こ
と
が
出
来 

 

た
。
而
し
て
島
庁
は
こ
れ
が
た
め
一
航
海
毎
に
三
百
五
拾
円
宛
の
補
助 

 

を
約
束
し
た
。
そ
の
後
同
会
社
は
山
中
庄
兵
衛
の
問
屋
よ
り
百
十
一
屯 

 

の
汽
船
南
州
丸
を
購
入
し
、
更
に
海
竜
丸
を
借
入
れ
、
隆
盛
丸
を
購
っ 

 

て
、
共
に
各
離
島
を
巡
航
せ
し
め
た
が
、
不
幸
に
し
て
隆
盛
丸
は
台
湾 

      

の
頌
徳
碑
を
建
設
し
て
、
そ
の
功
績
を
永
遠
に
記
念
す
る
こ
と
に
し
た
。 

碑
文
は
文
学
博
士
上
田
万
年
の
撰
、
題
字
は
陸
軍
大
将
子
爵
大
迫
尚
敏 

 

の
書
で
あ
る
。 

 
 

航
海
事
業
の
外
、
浜
上
謙
翠
は
會
て
大
島
々
庁
在
勤
中
名
瀬
に
私
塾 

 

を
開
い
て
、
国
語
・
漢
文
を
教
授
し
、
ま
だ
教
育
機
関
の
備
ら
な
か
っ 

 

た
当
時
、
郡
の
子
弟
教
育
に
財
献
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
他
日
帝 

 

都
の
实
業
界
に
頭
角
を
顕
は
し
、
斯
界
に
活
躍
し
な
が
ら
社
会
教
化
事 

 

業
に
も
功
績
の
多
か
っ
た
亀
岡
豊
二
は
、
青
年
時
代
浜
上
の
知
遇
を
得 

 

て
そ
の
門
下
よ
り
出
た
逸
材
で
あ
っ
た
。 

  

な
お
、
航
路
権
を
譲
り
受
け
た
太
洋
商
船
株
式
会
社
は
、
資
本 

金
十
万
円
で
創
業
、
明
治
三
十
六
年
か
ら
鹿
児
島
と
大
島
各
島
間 

に
不
老
丸
を
就
航
さ
せ
た
。
し
か
し
、
同
船
は
三
十
八
年
十
一
月 

徳
之
島
平
土
野
湾
で
座
礁
し
た
た
め
十
二
月
か
ら「
新
不
老
丸（
七 

百
五
十
一
ト
ン
）」
を
就
航
さ
せ
相
当
の
業
績
を
あ
げ
た
。 

 

ま
た
、
明
治
四
十
一
年
に
は
、
大
阪
商
船
会
社
が
進
出
し
て
大 

阪
か
ら
鹿
児
島
を
経
て
名
瀬
―
徳
之
島
―
沖
永
良
部
―
喜
界
に
至 

る
航
路
を
開
き
、
月
二
～
三
回
航
海
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

   

514 515 



 
(二) 

港
の
こ
と 

 
 

明
治
二
十
七
年
六
月
和
泊
港
口
狭
隘
な
る
而
巳
な
ら
ず
点
々
暗
礁
あ 

 

り
。
満
潮
時
と
雖
も
深
さ
七
尺
に
過
ぎ
ず
、
一
歩
を
誤
れ
ば
瞬
息
暗
礁 

 

に
触
破
す
る
患
あ
る
を
以
て
従
前
砂
糖
積
に
来
港
す
る
和
船
十
七
八
反 

 

帄
（
砂
糖
七
・
八
百
挺
積
）
乃
至
二
十
二
反
帄
（
千
二
百
挺
積
）
水
先 

 

を
能
く
選
択
乗
込
ま
せ
あ
る
に
拘
ら
ず
島
民
、
中
港
口
案
内
精
練
の
者
、 

 

和
泊
、
伊
延
各
二
名
予
て
公
役
を
免
じ
港
預
り
、
と
云
う
役
目
に
て
和 

 

船
の
見
え
る
時
は
直
に
小
舟
よ
り
港
外
に
漕
出
し
案
内
す
る
こ
と
と
し 

 

实
に
危
険
を
極
め
居
り
し
を
以
て
、
予
算
三
千
三
百
三
十
四
円
（
社
倉 

 

寄
附
千
五
百
余
円
県
補
助
千
八
百
余
円
）
長
崎
県
山
田
栄
作
（
潜
水
器 

 

具
使
用
）
請
貟
本
日
よ
り
着
手
せ
る
も
捗
取
り
雖
き
に
依
り
解
約
し
て 

 

直
営
と
し
島
庁
書
記
妻
鹿
猿
吉
、
村
役
場
用
掛
中
村
源
良
監
督
に
て
天 

 

然
岩
穴
又
は
鉄
棒
穿
鑿
し
た
る
所
へ
潜
水
練
達
の
者
を
し
て
火
薬
を
使 

 

用
せ
し
む
る
外
海
に
瀕
依
す
る
故
、
天
候
の
為
従
事
し
得
さ
る
日
多
く 

 

漸
く
二
十
九
年
九
月
竣
工
、
今
や
口
径
弐
拾
間
と
な
り
暗
礁
干
潮
の
時 

 

八
尺
以
上
と
な
り
、
昔
日
の
患
難
を
免
れ
た
り
。 

○
明
治
二
十
八
年
七
月
二
十
三
日
、
午
后
五
時
東
北
風
に
て
漸
々
暴
濤
と 

 

な
り
七
時
よ
り
一
層
強
烈
（
中
略
）
操
坦
勁
宅
前
馬
場
尺
五
寸
位
波
浪 

 

上
流
、
中
城
前
の
垣
へ
馬
艦
船
打
揚
げ
…
…
（
略
） 

○
明
治
三
十
八
年
四
月
、
定
期
航
路
船
「
不
老
丸
」
小
米
へ
初
来
航 

○
明
治
三
十
八
年
七
月
二
十
七
日
起
工
、
小
米
港
口
干
瀬
に
し
て
干
瀬
の 

 

際
は
ハ
シ
ケ
舟
も
通
行
杜
絶
、
潮
時
を
以
っ
て
出
入
を
な
し
殊
に
汽
船 

      

熟
せ
り
。
こ
れ
に
来
る
者
、
時
と
し
て
巌
角
に
触
れ
、
左
右
の
足
を
傷 

 

つ
く
る
に
至
る
。」 

 

ま
た
、「
大
島
島
治
概
要
（
明
治
四
十
五
年
）」
は
、 

 

「
各
島
中
ニ
於
テ
モ
車
馬
ノ
通
ス
ベ
キ
ハ
名
瀬
朝
戸
間
ノ
二
里
餘
ニ
過 

 

キ
ズ
シ
テ
他
は
未
ダ
車
馬
交
通
ノ
便
ナ
シ
、
此
故
ニ
一
里
ノ
行
路
モ
尚 

 

崎
嶇
タ
ル
二
三
ノ
険
坂
ヲ
踰
エ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
貨
物
ノ
運
搬
人
馬
ノ
往 

 

復
ノ
為
メ
ニ
徒
ラ
ニ
時
日
ヲ
空
費
ス
ル
コ
ト
尐
シ
ト
セ
ズ
、
而
シ
テ
此 

 

不
経
済
ニ
労
力
ヲ
要
ス
ル
ト
用
務
ノ
處
辨
甚
タ
敏
活
ヲ
欠
ク
ノ
一
事
ハ 

 

延
テ
各
島
村
ニ
於
ケ
ル
産
業
ノ
発
達
ヲ
阻
碍
ジ
、
町
村
ノ
経
費
亦
之
レ 

 

カ
為
メ
ニ
膨
張
ヲ
免
カ
レ
ズ
故
ニ
本
郡
諸
般
の
発
展
ヲ
期
ス
ル
ニ
ハ
先 

 

ツ
道
路
ヲ
改
修
シ
、
以
テ
交
通
ノ
便
ヲ
増
進
セ
シ
ム
ル
ヨ
リ
急
ナ
ル
ハ 

 

ア
ラ
ズ
、
今
や
各
町
村
何
レ
モ
道
路
改
修
ノ
必
要
ヲ
覚
知
シ
、
県
亦
其 

 

經
済
ノ
許
ス
範
圍
ニ
於
テ
昨
年
度
以
来
町
村
ノ
労
力
寄
附
ヲ
根
據
ト 

 

シ
、
之
が
改
修
ニ
着
手
シ
ツ
ツ
ア
ル
モ
現
在
ノ
縣
道
三
十
餘
里
ヲ
延
長 

 

シ
テ
五
十
餘
里
ヲ
改
修
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
縣
經
済
卜
町
村
経
済
ト
ノ
間 

 

ニ
於
テ
約
四
十
五
萬
圓
ノ
貟
担
ハ
之
ヲ
免
ル
ゝ
ヲ
得
サ
ル
ベ
ク
隨
テ
今 

 

後
尐
ナ
ク
ト
モ
二
三
十
年
ヲ
期
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
其
完
成
ハ
之
ヲ 

 

見
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
本
郡
発
展
ノ
遅
々
タ
ル
交
通
機
関
ノ
不
備
亦
實 

 

ニ
其
一
大
原
因
タ
ラ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ス
（
後
略
）。」 

と
あ
り
、
明
治
の
末
期
に
な
っ
て
も
な
お
道
路
は
悪
く
、
島
を
発 

展
さ
せ
る
に
は
何
よ
り
も
道
路
整
備
を
優
先
す
べ
き
だ
と
指
摘
し 

て
い
る
。 

 

来
港
す
る
も
潮
時
を
俣
た
ざ
れ
ば
荷
物
の
卸
積
自
由
に
為
す
能
は
ず
し 

 

て
不
便
渋
滞
を
極
む
る
を
以
て
、
三
十
八
年
度
予
算
六
百
参
拾
六
円
五 

 

拾
銭
、
四
十
年
度
八
百
拾
五
円
、
四
十
一
年
度
弐
千
弐
百
拾
円
（
内
千 

 

円
県
補
助
）
計
参
千
六
百
七
拾
壱
円
五
拾
銭
、
外
に
人
夫
○
名
を
要
し 

 

港
口
以
内
水
路
溝
長
、
幅
四
間
深
三
尺
五
寸
、
湾
内
点
在
の
暗
礁
、
港 

 

外
突
出
の
干
瀬
割
除
橋
舟
便
利
た
る
而
巳
な
ら
ず
旅
行
船
舶
出
入
の
危 

 

険
免
る
こ
と
と
な
り
同
時
に
荷
積
道
路
畳
積
す
。 

  

な
お
、「
奄
美
史
料
」
に
よ
る
と
明
治
四
十
二
年
に
初
め
て
郡 

内
の
船
舶
お
よ
び
乗
降
実
、
貨
物
の
数
量
が
統
計
に
み
ら
れ
る
。 

二 

陸
上
交
通 

 

「
南
島
誌
」
は
、
明
治
六
年
の
沖
永
良
部
の
道
路
状
況
を
次
の 

よ
う
に
記
し
て
あ
る
。 

  

「
山
野
及
び
道
路
に
あ
る
所
の
石
は
「
皆
ハ
ブ
石
」
と
称
ふ
る
も
の
に 

 
し
て
、
稜
角
極
め
て
多
し
、
こ
れ
に
触
ふ
る
時
は
傷
つ
く
。
そ
の
ハ
ブ 

 
石
と
称
す
る
は
、
即
ち
大
島
徳
之
島
の
「
ハ
ブ
蛇
」
に
擬
し
て
名
づ
く 

 

る
も
の
な
り
と
い
ふ
。
然
し
て
水
流
に
橋
梁
な
し
。 

 
 

道
路
狭
隘
高
低
、
尖
石
縦
横
に
し
て
、
土
人
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
は
一 

 

日
三
里
程
も
猶
難
し
と
す
。
然
し
て
矮
馬
の
こ
れ
を
歩
す
る
こ
と
甚
だ 

      

近
世
の
項
で
も
述
べ
た
が
、
さ
い
わ
い
に
も
本
島
の
先
人
た
ち 

は
い
ち
早
く
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
、
道
普
請
な
ど
の
規
定
を 

作
っ
て
道
路
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

  

そ
れ
で
は
道
路
の
整
備
は
ど
う
進
展
し
た
で
あ
ろ
う
か
、「
沖 

永
良
部
誌
」
に
よ
る
と
、「
明
治
十
三
年
道
路
を
測
量
せ
り
」
と 

し
て
、
和
泊
村
役
場
か
ら
各
村
へ
の
里
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す 

な
わ
ち 

 
 

和 
  

 
 

十
六
町
五
十
一
間 

 
 

手
々
知
名 

 

六
町
四
十
五
間 

 
 

喜
美
留 

 
 

十
八
町
五
十
二
間 

 
 

国 

頭 
 
 

壱
里
拾
七
町
二
十
六
間 

 
 

西 

原 
 
 

三
十
四
町
三
十
七
間 

 
 

出 

花 
 
 

二
十
五
町
二
十
六
間 

 
 

畦 

布 
 
 

二
十
六
町
五
十
一
間 

 
 

根 

析 
 
 

一
里
五
十
一
間 

 
 

大 

城 
 
 

一
里
八
町
五
十
六
間 

 
 

皆 

川 
 
 

一
里
四
町
四
十
五
間 

 
 

古 

里 
 
 

一
里
十
町 

 
 

後 

蘭 
 
 

一
里
三
拾
四
町
二
間 

 
 

田
舎
平 

 
 

二
里
九
町
二
十
七
間 

 
 

永 

嶺 
 
 

一
里
三
十
三
町
三
十
七
間 

516 

(注) 1間は曲尺 6尺、1町は60間、1里は36町 

517 



瀬 

名 
 

一
里
十
八
町
二
十
三
間 

玉 

城 
 

三
十
二
町
三
十
九
間 

内 
城 

 

一
里
十
三
町
四
間 

○
明
治
二
十
四
年
、
凡
そ
人
の
便
益
を
得
る
方
種
多
き
中
に
も
道
路
の
改 

良
す
る
を
最
も
公
益
な
り
と
予
て
吏
員
中
深
く
注
意
せ
し
に
屋
者
村
字 

東
風
平
、
村
田
本
島
宅
地
後
凹
曲
昇
降
急
に
し
て
。
僅
の
間
に
於
て
百 

歩
の
苦
労
を
煩
は
す
を
患
ひ
上
平
川
村
、
川
畑
依
江
順
畑
地
近
傍
に
在 

る
を
以
て
之
よ
り
道
路
を
開
通
せ
ば
便
利
な
ら
む
と
即
ち
役
場
員
相
議 

し
て
適
当
の
地
料
を
弁
償
す
る
と
請
談
せ
し
に
、
好
し
其
の
返
弁
た
る 

や
道
路
の
便
利
と
な
れ
ば
少
し
も
地
料
に
及
ば
ず
又
道
巾
も
十
分
に
す 

べ
し
と
如
斯
高
価
の
畑
地
を
万
人
の
為
に
潔
く
投
す
る
は
徳
義
の
本
心 

よ
り
生
ず
る
真
に
賞
揚
す
べ
き
者
な
り
是
新
開
路
を
来
往
す
る
諸
客
道 

路
の
平
担
な
り
し
を
悦
は
ば
又
地
主
の
志
操
を
感
美
せ
ん
事
を
欲
す
。 

明
治
二
十
四
年
十
一
月
知
名
村
外
十
七
村
、
戸
長
役
場 

前
文
道
路
を
短
縮
せ
し
は
四
間
半
な
る
も
労
倦
を
医
す
る
は
其
幾
倍
な 

ら
ん
又
畑
地
を
禿
費
せ
し
は
拾
坪
な
る
も
農
民
土
地
を
惜
切
な
る
べ
き
に 

快
諾
寄
附
せ
し
は
殊
勝
な
り
依
て
路
傍
に
前
文
通
掲
告
せ
り
。 

○
同
年
九
月
、
下
平
川
村
字
大
竿
道
路
曲
折
不
便
に
よ
り
城
村
貞
政
畑
弐 

拾
四
歩
（
学
校
北
方
長
拾
六
間
幅
一
間
五
合
）
代
米
四
斗
を
以
て
操
坦 

勁
買
入
人
夫
は
下
平
川
村
貟
担
直
線
新
道
開
通
す
。 

○
同
年
十
一
月
、
上
平
川
、
久
志
検
両
邑
界
道
路
に
水
溝
あ
り
、
平
常
は 

涸
渇
微
水
な
る
も
降
雤
に
際
し
て
は
、
洪
水
急
流
渡
渉
し
能
は
ず
又
他 

に
譲
る
べ
き
要
路
斯
く
不
便
を
窮
む
る
故
に
人
夫
両
邑
負
担
石
材
費
並 

      

築
上
け
可
な
り
の
車
道
に
改
修
、
最
も
道
敷
土
地
は
全
部
寄
附
。 

○
明
治
三
十
年
七
月
、
越
山
道
路
従
来
絶
頂
北
側
経
過
の
処
、
夫
よ
り
尚 

 

北
方
に
転
換
、
和
泊
方
壱
戸
一
人
出
夫
八
月
二
十
四
日
田
皆
馬
鹿
島
尻 

 

三
ヶ
村
助
力
に
て
竣
工
。 

○
明
治
三
十
二
年
八
月
、
大
城
村
東
西
部
落
中
間
川
に
初
め
て
板
橋
架
設 

 

（
三
十
七
年
九
月
石
橋
架
換
（
石
工
平
山
新
安
）、
経
費
該
村
支
弁
監 

 

督
世
話
人
、
伊
集
院
宜
志
政
、
村
会
議
員
橋
口
盛
次
外
三
名
、
石
工
弐 

 

百
八
十
八
名
、
人
夫
四
百
拾
壱
名
、
計
六
百
九
拾
九
人
を
要
し
た
り
） 

○
明
治
三
十
二
年
、
竿
津
、
上
平
川
間
の
川
に
初
め
て
板
橋
架
設
（
大
正 

 

二
年
十
月
、
石
工
平
山
新
安
に
よ
り
石
橋
架
換
。
大
正
橋
と
号
す
。
経 

 

費
の
内
金
百
円
知
名
村
補
助
そ
の
余
は
余
多
、
上
平
川
両
字
支
弁
） 

○
明
治
三
十
六
年
七
月
、
二
十
八
九
年
の
頃
道
路
に
沿
ひ
又
無
拠
避
く
べ 

 

か
ら
ざ
る
処
は
寄
附
を
収
て
貫
通
改
修
せ
し
も
幾
月
過
ぎ
去
り
寄
附
苦 

 

情
あ
る
時
に
至
り
芦
清
良
村
富
山
富
道
は
下
平
川
字
ガ
ジ
マ
ル
畑
中
よ 

 

り
隣
地
に
も
嫁
せ
ず
幅
九
尺
長
五
十
間
位
快
諾
寄
附
殊
勝
の
心
底
な 

 

り
。 

○
同
年
九
月
、
明
治
橋
は
二
十
九
年
松
材
架
設
後
二
回
流
壊
の
処
沖
島
曽 

 

徳
金
百
円
寄
附
椎
材
を
以
て
堅
牢
に
営
架 

○
明
治
四
十
年
十
二
月
、
下
城
、
沖
泊
道
路
之
儀
嶮
岨
に
て
体
力
強
壮
に 

 

し
て
能
く
馴
れ
た
る
者
に
非
ざ
れ
ば
砂
糖
樽
津
下
し
能
は
ず
不
便
困
難 

 

を
極
め
し
に
上
城
、
鼎
新
常
、
首
唱
し
上
下
城
戸
数
弐
拾
余
日
の
割
出 

 

夫
を
以
て
昨
年
よ
り
開
鑿
着
手
、
牛
馬
を
以
て
運
搬
し
得
る
様
本
月
竣 

 

工
、
万
代
の
至
便
特
筆
す
べ
き
も
の
な
り
。 

に
石
工
費
操
坦
勁
寄
附
を
収
て
架
橋
（
巾
六
尺
渡
九
尺
）
竣
工
号
を
久 

平
橋
と
稱
し
一
の
石
碑
建
立
す
。 

 
 
 
 
 

新
築
の
石
橋
を
祝
し
て 

 
 

利
有 

 
 

う
ご
き
な
き
石
を
も
て
か
け
し
橋
な
れ
ば 

 
 
 
 
 

行
末
永
く
く
ず
れ
や
は
す
る
。 

 
 

今
年
よ
り
八
千
代
を
か
け
て
人
皆
の 

 
 
 
 
 
 
 

心
や
す
く
も 

橋
や
渡
ら
ん
。 

○
明
治
二
十
七
年
五
月
、
巌
島
神
社
前
断
岸
に
て
浜
へ
の
卸
口
な
く
荷
揚 

 

困
難
に
付
社
倉
金
支
弁
弐
拾
八
円
を
以
て
沖
縄
人
「
加
美
」
請
貟
開
鑿 

 

又
神
社
後
車
浜
卸
口
同
上
弐
拾
五
円
請
貟
畳
石
す
。 

○
明
治
二
十
七
年
九
月
、
田
舎
平
、
後
蘭
村
中
間
道
路
、
坂
谷
困
難
に
付
、 

 

平
島
秀
金
参
円
、
操
坦
勁
金
壱
円
、
市
来
政
連
、
安
藤
佳
盛
各
金
五
拾 

 

銭
寄
附
、
平
新
島
、
前
田
前
村
地
所
取
添
え
幅
広
め
築
畳
、
稍
平
坦
に 

 

帰
し
便
利
に
な
る
。 

○
明
治
二
十
八
年
十
一
月
、
従
来
各
村
里
道
の
儀
多
く
は
三
尺
内
外
に
し 

 

て
六
尺
を
出
で
し
処
な
く
突
石
泤
濘
困
難
な
る
を
以
て
全
島
協
議
、
地 

 

主
の
寄
附
を
要
請
し
道
巾
を
広
め
屈
曲
を
直
し
て
改
修
す
。
尤
も
此
改 

 

修
多
く
は
二
十
八
九
年
に
成
り
し
も
全
部
は
急
速
に
捗
り
難
く
三
十
五 

 
六
年
に
及
ぶ
。 

○
明
治
二
十
九
年
九
月
、
村
役
場
よ
り
伊
延
港
に
至
る
道
路
改
修
費
戸
数 

 

割
一
戸
四
拾
銭
、
営
業
割
八
円
合
計
六
百
参
円
六
拾
銭
可
決
し
、（
实 

 

際
は
各
村
戸
数
に
割
当
）、
同
月
十
九
日
着
手
、
十
月
十
一
日
竣
工
、 

 

此
時
田
畑
貫
通
「
ト
ン
ト
ン
川
」
架
橋
伊
延
井
戸
下
暗
渠
を
設
け
道
敷 

     

等
々
個
人
か
ら
の
敷
地
提
供
や
工
事
費
の
寄
付
、
村
全
戸
へ
の
賦 

課
あ
る
い
は
近
隣
地
域
だ
け
の
貟
担
、（
田
皆
や
住
吉
か
ら
応
援 

を
求
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
）、
さ
ら
に
道
普
請
と
い
う
夫
役
で
道 

路
改
修
を
進
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

な
お
、
明
治
四
十
一
年
四
月
島
嶼
町
村
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら 

は
、
大
字
別
に
道
路
整
備
の
規
則
を
作
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

  

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
道
路
が
開
か
れ
て
も
交
通
の
主
役
は
牛 

や
馬
で
あ
り
、
く
ら
を
か
け
て
直
接
荷
物
を
積
ん
だ
り
、
ヒ
カ
シ 

ヤ
マ
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。 

知
名
町
誌
に
よ
る
と
明
治
末
に
、徳
時
の
勝
部
行
弘
と
い
う
人
が 

営
業
用
乗
り
合
い
馬
車
を
考
案
し
て
、
小
米
―
田
皆
、
小
米
―
和 

泊
間
を
有
料
運
行
し
た
と
あ
る
。
た
だ
、
道
路
と
い
っ
て
も
石
こ 

ろ
だ
ら
け
の
デ
コ
ボ
コ
道
で
あ
っ
た
か
ら
揺
れ
も
激
し
く
、
健
康 

な
人
な
ら
歩
い
た
ほ
う
が
か
え
っ
て
楽
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

人
力
車
＝
和
泊
出
身
の
県
会
議
員
、
撰
正
鋭
氏
が
明
治
三
十
一 

年
ご
ろ
持
ち
込
み
傭よ

う

人
を
使
っ
て
走
ら
せ
た
と
い
う
が
、
そ
の
後 

ど
う
な
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。 
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三 

通 

信 

 

人
間
が
地
球
上
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
自
分
の
意
志
を 

な
ん
ら
か
の
方
法
で
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。 

 

昔
、
は
じ
め
の
通
信
は
、
言
葉
や
手
ぶ
り
な
ど
の
ほ
か
に
、
光 

や
煙
（
の
ろ
し
）、
音
（
ほ
ら
貝
）
な
ど
で
も
伝
え
ら
れ
、
そ
の
後
、 

江
戸
時
代
に
は
飛
脚
が
走
り
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
郵
便
・
電
信 

事
業
が
発
達
す
る
の
で
あ
る
。 

「
郵
政
百
年
の
あ
ゆ
み
」
に
よ
る
と
、 

 

「
電
信
は
、
明
治
二
年
八
月
に
横
浜
の
燈
明
台
役
所
と
裁
判
所
と
の 

間
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
電
信
線
が
取
り
付
け
ら
れ
、
官
用
の
通
信
に 

限
っ
て
送
信
が
始
め
ら
れ
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
電
信
の
始
ま
り
で 

あ
る
。 

郵
便
は
、
明
治
四
年
三
月
一
日
政
府
の
手
に
よ
っ
て
、
東
京
と
大
阪 

の
間
を
飛
脚
が
走
り
だ
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。」 

 

 

そ
れ
で
は
離
島
の
沖
永
良
部
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
記
録
を
た 

ど
っ
て
み
よ
う
。「
沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
」
に
よ
る
と
、 

 

○
掲
示
場
所
之
事
、
元
来
支
庁
前
に
壱
ヶ
所
あ
り
、
是
は
官
よ
り
掲
示
す 

 

る
所
た
り
。
然
る
に
僻
村
の
人
民
に
於
て
は
御
布
告
の
御
趣
意
も
通
知 

 

せ
ざ
る
の
形
況
な
る
を
以
て
、
明
治
十
年
の
冬
、
全
島
各
村
に
掲
示
場 

                           

を
仮
設
し
時
々
の
御
布
告
等
を
掲
示
す
。
其
後
本
県
に
具
状
す
る
所
あ 

 

り
て
仝
十
一
年
十
二
月
に
至
り
、
之
を
廃
し
十
二
年
一
月
よ
り
更
に
各 

 

小
区
各
一
ヶ
所
と
改
設
し
全
島
三
ヶ
所
と
定
め
（
但
し
支
庁
前
は
此
外 

 

た
り
）
其
掲
示
場
に
は
時
々
の
御
布
告
と
違
式
条
例
を
掲
示
す
る
を
兼 

 

ね
た
り
其
費
は
都
て
民
費
と
す
。 

○
郵
便
局
設
置
之
事
、
明
治
十
一
年
の
春
、
本
島
和
泊
、
伊
延
の
両
所
之 

 

郵
便
局
設
置
、
本
県
と
の
往
復
も
可
、
総
会
決
譲
に
て
郵
便
取
扱
役
の 

 

人
選
其
他
筋
伺
之
後
、
仝
年
七
月
駅
逓
掛
官
員
線
路
取
調
旁
々
出
張
の 

 

節
、
和
泊
伊
延
五
等
郵
便
取
扱
役
両
名
辞
令
の
書
携
来
、
支
庁
に
於
て 

 

之
を
渡
し
然
し
て
同
官
員
協
議
差
向
き
仮
設
致
置
、
其
後
本
開
許
の
儀 

 

さ
ら
に
本
県
よ
り
達
あ
り
、
爾
来
其
方
法
を
以
て
住
復
す
。
但
商
店
の 

 

船
便
等
あ
る
時
其
便
に
托
す
は
实
際
不
得
止
事
と
す
、
又
伊
延
と
和
泊 

 

間
は
設
置
以
来
書
状
の
往
復
一
も
無
之
無
用
の
義
に
付
追
て
改
正
の
見 

 

込
み
あ
り
。 

○
明
治
十
一
年
十
一
月
一
日
、
鹿
児
島
県
管
下
与
論
島
、
沖
永
良
部
島
仝 

 

郵
便
局
を
新
置
し
、
琉
球
国
那
覇
を
経
て
国
頭
よ
り
線
路
を
接
続
し
、 

 

内
地
よ
り
該
島
へ
達
す
べ
き
郵
便
物
は
汽
船
便
を
以
て
那
覇
港
郵
便
局 

 

に
送
達
し
、
該
局
国
頭
間
は
従
前
の
方
法
を
以
て
逓
送
し
、
国
頭
、
与 

 

論
島
間
及
び
与
論
、
沖
永
良
部
間
往
復
左
之
通
り
。 

 

一
、
国
頭
、
与
論
間
線
路
、
国
頭
に
於
て
は
郵
便
汽
船
に
て
到
達
し
た 

 
 

る
与
論
、
沖
永
良
部
島
へ
の
郵
便
物
到
着
せ
ば
直
に
与
論
島
へ
仕 

 
 

立
船
を
発
し
、
瀬
利
覚
村
郵
便
局
に
至
り
郵
便
物
受
渡
取
計
帰
局 

 
 

の
事
。 
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二
、
与
論
、
沖
永
良
部
間
線
路
、
与
論
瀬
利
覚
村
に
於
て
は
国
頭
よ
り 

 
 

郵
便
物
到
着
せ
ば
沖
永
良
部
島
へ
達
す
べ
き
郵
便
物
を
区
別
し
、 

 
 

直
に
仕
立
船
を
発
し
和
泊
郵
便
局
に
至
り
郵
便
物
受
渡
帰
局
の
事
。 

 

三
、
沖
永
良
部
和
泊
、
伊
延
間
線
路
、
和
泊
に
於
て
は
毎
一
の
日
午
前 

 
 

六
時
郵
便
脚
夫
を
仕
出
し
、
伊
延
港
に
至
り
郵
便
物
受
渡
取
計
帰 

 
 

局
の
事
。 

 

右
之
通 

○
往
第
二
百
五
十
四
号
、
沖
永
良
部
支
庁 

 
 

該
島
へ
郵
便
往
復
の
儀
に
付
、
先
般
掛
官
員
巡
回
往
復
方
法
等
協
議 

 

之
末
其
筋
へ
申
牒
中
に
有
之
候
処
、
右
回
送
船
の
儀
其
地
へ
月
一
回
航 

 

海
賃
に
限
り
本
庁
費
を
以
為
仕
払
候
条
一
時
予
備
金
の
内
よ
り
繰
替
追 

て
支
払
方
可
申
立
其
他
臨
時
仕
立
船
等
は
其
定
額
内
よ
り
可
支
払
儀
し 

 

可
相
心
得
将
又
該
船
賃
の
儀
は
航
海
之
都
合
に
因
り
時
々
増
減
町
有
之 

 

と
雖
も
予
而
制
限
相
立
通
常
之
願
可
届
出
、
此
旨
相
達
候
事
。 

 
 
 

鹿
児
島
県
令
岩
村
通
俊
代
理 

 
 
 
 
 
 
 
 

鹿
児
島
県
大
書
記
官
、
渡
辺
千
秋 

○
明
治
三
十
年
七
月
七
日
、
沖
縄
丸
来
津
電
信
架
線
九
月
一
日
よ
り
開
始 

○
明
治
三
十
四
年
二
月
、
従
前
郵
便
局
は
村
役
場
前
の
土
持
政
照
借
家
の 

 

処
、
局
長
西
彦
熊
厳
島
神
社
西
隣
へ
建
設
移
転
す
。 

○
明
治
四
十
一
年
申
一
月
十
一
日
、
知
名
電
話
開
始
其
架
設
費
中
四
百
九 

 

拾
円
村
寄
附 

○
明
治
四
十
四
年
五
月
二
十
七
日
、
村
役
場
内
之
梵
鐘
据
付
時
報
始
む
、 

 

該
代
価
弐
百
拾
円
の
内
百
円
和
泊
尋
常
小
学
校
訓
練
佳
良
に
付
知
事
よ 

      

局
長
へ
「
請
書
」
を
提
出
し
て
い
た
。 

 

当
時
は
、
船
便
が
月
二
～
四
と
尐
な
く
、
し
た
が
っ
て
集
配
郵 

便
物
も
尐
な
か
っ
た
の
で
、
町
内
を
一
人
で
数
日
か
け
て
配
達
し 

て
い
た
。 

 

郵
便
箱
（
ポ
ス
ト
）
は
木
製
で
、
黒
く
塗
ら
れ
て
い
た
。 

 

な
お
、「
奄
美
史
料
統
計
」
に
は
、
明
治
四
十
一
～
三
年
の
大 

島
郡
内
の
郵
便
、
電
信
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

○
歴
代
局
長 

           

り
の
賞
与
金
を
以
て
充
て
、
百
拾
円
は
和
泊
学
校
区
六
大
字
寄
附
、
台 

 

楼
は
村
費
に
て
営
設
。 

  

な
お
、「
和
泊
郵
便
局
一
〇
〇
年
の
歩
み
」
に
は
次
の
よ
う
に 

記
さ
れ
て
い
る
。 

○
明
治
十
一
年
三
月
三
〇
日
、
沖
永
良
部
島
に
初
め
て
郵
便
取
扱
所
が
設 

 

置
さ
れ
、
取
扱
役
に
和
泊
の
素
封
家
、
西
彦
熊
氏
が
任
命
さ
れ
て
自
宅 

 

で
郵
便
の
集
配
事
務
を
取
扱
っ
た
の
が
沖
永
良
部
地
区
に
お
け
る
郵
便 

 

の
始
ま
り
で
あ
る
。 

○
仝
二
十
二
年
十
月
九
日
、
郵
便
取
扱
局
が
三
等
郵
便
局
に
昇
格
、
初
代 

 

局
長
に
西
彦
熊
氏
任
命
さ
れ
る
。 

○
二
十
九
年
六
月
十
五
日
、
為
替
貯
金
業
務
及
び
外
国
通
常
為
替
事
務
取 

扱
い
開
始
。 

○
二
十
九
年
七
月
一
日
、
内
国
小
包
郵
便
物
の
引
受
、
配
達
事
務
取
扱
い 

開
始
。 

○
三
十
年
九
月
一
日
、
亀
津
、
和
泊
間
に
海
底
電
信
線
路
が
開
通
し
音
響 

 

通
信
が
開
設
、
和
文
、
欧
文
電
報
及
び
電
報
配
達
事
務
開
始 

○
四
十
三
年
三
月
、
年
金
、
恩
給
事
務
取
扱
い
開
始
。 

 

と
あ
り
、
任
命
を
受
け
た
局
長
が
、
年
額
○
○
円
で
郵
便
業
務
を 

請
け
貟
っ
て
い
た
。
な
お
、
局
長
お
よ
び
通
信
手
は
逓
信
省
へ
「
御 

請
書
」
を
提
出
し
、
ま
た
集
配
員
は
「
身
元
保
證
害
」
を
添
え
て 
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初
代 

二
代 

三
代 

四
代 

 

西 
 

彦
熊 

西 
  

政
幹 

和
田 

隆
一 

永
山
宜
志
頼 

氏 

名 

明
治
一
一
・ 

三
・
三
〇
～
昭
和 

八
・
六
・
二
五 

昭
和 

八
・ 

六
・
二
六
～
昭
和
三
三
・
六
・
三
〇 

昭
和
三
三
・
一
二
・
一
八
～
昭
和
五
〇
・
七
・ 

一 

昭
和
五
〇
・ 

八
・
一
六
～
現
在 

自 
 
 
 
 
 
 
 

至 
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